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さ
る
さ
わ 

 

今
年
度
最
後
に
な
る
第
５

回
室
蓬
カ
レ
ッ
ジ
が
９
月
６

日
（
金
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
24

名
で
し
た
。 

 

今
回
は
、
涌
谷
町
の
天
平

ロ
マ
ン
館
、
黄
金
山
産
金
神

社
、
涌
谷
町
立
史
料
館
の
３

か
所
を
見
学
し
ま
し
た
。
３

か
所
と
も
学
芸
員
の
方
に
わ

か
り
や
す
く
説
明
を
し
て
い

た
だ
き
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。 涌

谷
町
は
平
成
の
大
合
併

で
市
町
村
合
併
を
せ
ず
に
頑

張
っ
て
い
る
町
で
す
。
天
平

ロ
マ
ン
館
も
ふ
る
さ
と
創
生

の1

億
円
を
使
い
建
設
し
た

そ
う
で
す
。
日
本
初
の
産
金

の
町
と
し
て
、
金
を
町
お
こ

し
に
有
意
義
に
使
っ
て
い
る

印
象
を
受
け
ま
し
た
。 

今
回
初
め
て
知
っ
た
の
で

す
が
、
涌
谷
町
に
は
金
鉱
脈

は
な
い
そ
う
で
す
。
日
本
で

最
初
の
産
金
地
な
の
で
、
さ

ぞ
た
く
さ
ん
の
金
を
産
出
し

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た

が
、
実
際
に
は
砂
金
が
中
心

だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
な
い
と
い
う
説
明
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
実
際
に
見
学

し
な
が
ら
、「
奈
良
の
大
仏
に

使
わ
れ
ま
し
た
。
」
と
聞
く

と
、
思
い
は8

世
紀
に
遡
り

ま
し
た
。 

涌
谷
町
は
歴
史
的
に
も
要

害
の
あ
っ
た
場
所
で
す
の

で
、
重
要
な
土
地
だ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
金
の
歴
史
も

で
す
が
、
史
料
館
も
見
学
し

た
の
で
、
涌
谷
町
の
歴
史
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
有
意
義
な
研
修
に
な

り
ま
し
た
。 

９
月
10

日
（
火
）、
猿
沢

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
主

催
の
寿
学
園
で
花
き
セ
ン

タ
ー
（
金
ヶ
崎
）
に
視
察
研

修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

寒
さ
の
厳
し
い
岩
手
県
で

育
っ
た
貴
重
な
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
を
見
る
こ
と
が
出

来
、
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

ハ
ー
ブ
の
香
り
を
楽
し
ん

だ
り
、
普
段
見
慣
れ
な
い

大
き
な
南
国
の
植
物
に
触

れ
た
り
、
コ
ン
コ
ン
と
軽

く
叩
い
た
り
し
な
が
ら
楽

し
く
観
察
し
ま
し
た
。
昼

食
、
休
憩
を
千
貫
石
温
泉

で
と
り
、
豪
華
な
お
食
事

と
と
も
に
参
加
者
と
話
し

た
り
、
温
泉
に
入
っ
た
り

し
て
満
喫
し
ま
し
た
♪ 

熱
中
症
が
心
配
で
し
た

が
無
事
に
終
了
し
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

猿
沢
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
猿
沢

郵
便
局
長
杯
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
を
８
月
25

日
（
日
）

に
開
催
し
、
会
員
19

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

例
年
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
局
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
会
員
数

の
減
少
に
伴
い
、
今
年
度
は
、
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
に
変

更
し
ま
し
た
。 

講
習
会
を
３
回
行
い
、
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。 

☆
大
会
結
果 

リ
ー
グ
戦 

優  

勝 

Ａ
チ
ー
ム
（
ク
ニ
、
進
、
松
子
、
政
義
、
徳

男
、
泰
子
） 

準
優
勝 

Ｂ
チ
ー
ム
（
力
勝
、
司
郎
、
ノ
エ
、
ミ
キ

子
、 

か
よ
子
、
律
子
） 

三  

位 

Ｃ
チ
ー
ム
（
ト
ミ
子
、
富
士
子
、
愛
子
、
正

悦
、
忠
吉
、
モ
ト
子
） 

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦 

優  

勝 

Ｂ
チ
ー
ム
（
力
勝
、
司
郎
、
ノ
エ
） 

最
幸
賞 

Ｃ
２
チ
ー
ム
（
ト
ミ
子
、
富
士
子
、
愛
子
、

拓 

                  

男
） 

冬
に
も
講
習
会
と
大
会
を
行
う
予
定
で
す
の

で
、
詳
し
い
情
報
が
決
ま
っ
た
ら
お
知
ら
せ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

た
。
大
会
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

ボ☆
リ
ー
グ
戦  

優  

勝 

Ａ
チ
ー
ム 

(

ク
ニ
、
進
、
松
子
、
政
義
、
徳
男
、
泰
子) 

準
優
勝 

Ｂ
チ
ー
ム 

(

力
勝
、
司
郎
、
ノ
エ
、
ミ
キ
子
、
か
よ
子
、
律
子) 

３  

位 

Ｃ
チ
ー
ム 

(

ト
ミ
子
、
富
士
子
、
愛
子
、 

正
悦
、
忠
吉
、
モ
ト
子
） 

☆
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦 

 

優  

勝 

Ｂ
チ
ー
ム 

(

力
勝
、
司
郎
、
ノ
エ
） 

最
幸
賞 

Ｃ
２
チ
ー
ム 

(

ト
ミ
子
、
富
士
子
、
愛
子 

拓
男
） 

更
し
ま
し
た
。 
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会
を
３
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行
い
、
大
会
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挑
み
ま
し

た
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☆
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結
果 
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Ａ
チ
ー
ム
（
ク
ニ
、
進
、
松
子
、
政
義
、
徳

男
、
泰
子
） 

準
優
勝 

Ｂ
チ
ー
ム
（
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司
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（
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（
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、
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士
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、
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男
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冬
に
も
講
習
会
と
大
会
を
行
う
予
定
で
す
の

で
、
詳
し
い
情
報
が
決
ま
っ
た
ら
お
知
ら
せ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

か
り
や
す
く
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。 今

回
初
め
て
知
っ
た
の
で
す
が
、
涌
谷
町
に
は
金
鉱
脈

は
な
い
そ
う
で
す
。
日
本
で
最
初
の
産
金
地
な
の
で
、
さ

ぞ
た
く
さ
ん
の
金
を
産
出
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た

が
、
実
際
に
は
砂
金
が
中
心
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
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い
と
い
う
説
明
で
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そ
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で
も
、
実
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に
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聞
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と
、
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８
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に
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的
に
も
要
害
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た
場
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で
す
の

で
、
重
要
な
土
地
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っ
た
と
思
わ
れ
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す
。
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す
が
、
史
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も
見
学
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た
の
で
、
涌
谷
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歴
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こ
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、
と
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も
有
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ま
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涌
谷
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は
歴
史
的
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も
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場
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で
、
重
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土
地
だ
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史
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史
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学
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、
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史
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、
コ
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叩
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。
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、
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憩
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と
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、
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華
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、

温
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に
入
っ
た
り
し
て
満
喫
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熱
中
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が
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で
し
た
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に
終
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楽
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が
で
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ま
し
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９
月
27

日
（
金
）
合
同
避
難
訓
練 

10

月
３
日
（
木
）
つ
ま
み
細
工
教
室
② 

10

月
10

日
（
木
）
絞
り
染
め
教
室
① 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
放
課
後
子
ど
も
教
室
） 

10

月
11

日
（
金
）
女
性
研
修
会 

10

月
17

日
（
木
）
絞
り
染
め
教
室
② 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
放
課
後
子
ど
も
教
室
） 

10

月
24

日
（
木
）
点
描
ア
ー
ト
教
室 

10

月
25

日
（
金
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
⑤ 

10

月
28

日
（
月
）
行
政
区
長
会 

今
年
４
回
目
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
は
宮
城

県
の
加
美
町
の
や
く

ら
い
ガ
ー
デ
ン
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
参
加 

 
 

者
は
23

名
。 

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

た
と
こ
ろ
は
、
大
滝
農

村
公
園
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
、
や
く
ら
い
ガ

ー
デ
ン
ま
で
の
約

4
k
m

で
す
。
晴
天
に

も
恵
ま
れ
、
気
持
ち
の

良
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
な
り
ま
し
た
。 

 

や
く
ら
い
ガ
ー
デ

ン
は
、
見
ご
ろ
真
っ
盛

り
で
、1

0

月
の
行
う

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
夜
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
準

備
を
し
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
る
の
丘
の
お
花

畑
は
、
毎
年
デ
ザ
イ
ン

が
変
わ
る
ら
し
く
、
以

前
と
は
ま
た
違
っ
た

装
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。
広
大
な
土
地
な

の
で
、
上
か
ら
見
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

一
関
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル 

ろ
か
ら
、
や
く
ら
い
ガ
ー
ー
デ
ン
ま
で
の
約
４
㎞
で
す
。
晴

天
に
も
恵
ま
れ
、
気
持
ち
の
良
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
な
り
ま

し
た
。 

 
や
く
ら
い
ガ
ー
デ
ン
は
、
見
ご
ろ
真
っ
盛
り
で
、
10

月

に
行
う
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
夜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
準
備
を
し

て
い
ま
し
た
。
ふ
る
る
の
丘
の
お
花
畑
は
、
毎
年
デ
ザ
イ
ン

が
変
わ
る
ら
し
く
、
以
前
と
は
ま
た
違
っ
た
装
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
広
大
な
土
地
な
の
で
、
上
か
ら
見
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。 

 

９
月
15

日
（
日
）、

猿
沢
伝
承
交
流
館
を

会
場
に
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
、
今
年
は
参
加

さ
れ
た
敬
老
者
78

名

の
健
康
と
長
寿
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。
懐
か

し
い
ご
友
人
や
同
級

生
に
再
会
し
、
楽
し
そ

う
に
お
話
す
る
様
子

が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら

れ
ま
し
た
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
保
育
園
児
の
踊

り
や
、
小
学
１
年
生
に

よ
る
音
読
発
表
、
小
学

６
年
生
に
よ
る
縄
跳

び
が
披
露
さ
れ
、
敬
老

者
は
手
拍
子
を
し
な

が
ら
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
健
康

に
気
を
つ
け
て
、
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
長

生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

敬
老
者
の
皆
様
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

   

写真撮らせて～♪と声をかけると

隠れてしまう、ちょっぴり恥ずかしが

り屋な柚友くん。周りのお友達が一緒

に撮ろ～！と声をかけてくれたおか

げで可愛い写真がとれました♪ 

【
大
規
模
花
壇
部
門
】 

 

◇
教
育
長
賞 

 
 

峠
自
治
会 

大
町
裏
銀
座
会 

 

◇
最
優
秀
賞
（
地
域
の
部
） 

 
 

峠
自
治
会 

大
町
裏
銀
座
会 

 

◇
奨
励
賞
（
地
域
の
部
） 

 
 

下
猿
沢
自
治
会 

【
一
般
花
壇
部
門
】 

◇
優
秀
賞
（
学
校
・
企
業
の
部
） 

 
 

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー 

 

◇
奨
励
賞
（
地
域
の
部
） 

入
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

 

【
大
規
模
花
壇
部
門
】 

◇
教
育
長
賞 

峠
自
治
会 

大
町
裏
銀
座
会 

◇
最
優
秀
賞
（
地
域
の
部
） 

 
 

峠
自
治
会 

大
町
裏
銀
座
会 

◇
奨
励
賞
（
地
域
の
部
） 

 
 

下
猿
沢
自
治
会 

【
一
般
花
壇
部
門
】 

◇
優
秀
賞
（
学
校
・
企
業
の
部
） 

 
 

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー 

◇
奨
励
賞
（
地
域
の
部
） 

 
 

猿
沢
三
・
六
老
人
ク
ラ
ブ
・
３
区
婦
人
会 

入
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
♪ 

 

 

入
賞
花
壇
の
紹
介 

生
に
再
会
し
、
楽
し
そ
う
に
お
話
す
る
様
子
が
あ

ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
保
育
園
児
の
踊
り
や
、
小
学
１

年
生
に
よ
る
音
読
発
表
、
小
学
６
年
生
に
よ
る
縄
跳
び
が

披
露
さ
れ
、
敬
老
者
は
手
拍
子
を
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
敬
老
者
の
皆
様
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

23

滝
農
村
公
園

と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
、
や

者
は
23

名
。 

 

ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
し
た
と

こ
ろ
は
、
大

滝
農
村
公
園

と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
、
や

【彼岸花】

彼岸花の花言葉は「悲

しき思い出」「あきらめ」

「独立」「情熱」です。こ

れらは墓地などで見かけ

ることの多い花であるこ

とが由来とされていま

す。また、彼岸花には毒が

あるため、「食べた後はあ

の世（彼岸）しかない」と

いう意味が込められてい

るそうです。 

 


